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219．ポジトロン用コリメーターおよび同時

　　　測定回路
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　シンチスキャンに利用されうるRIのうち，ポジトロ

ソ放射核種である11C，13Nおよび18Fはその物理学的長

所（シンチ断層撮影など）および標識化の広い可能性に

より，この実用化が長らく論じられてきた．ところでこ

れらの核種を通常のRI測定装置で測定しようとする

と，まずポジトロン放射に伴う511keVの高エネルギー

消滅放射線が装置の遮蔽部分を貫通し，満足な影像を得

ることができない．そこで重遮蔽をほどこし，さらに特

製の厚いコリメーターを用いてスキャソする方法が，ま

ず，最も容易な解決法である．その上ポジトロン消滅放

射線の特徴を生かして，同時測定，回路をあわせ用いれ

ば，その利用性は一層高まることになる．

　われわれはまず，スロンケトリング癌研究所の協力を

得て，ポジトロン用特製コリメーター（Beattie型）を理

化学研究所工作部で製作し，従来のシンチカメラに装着

することにより満足すべき影像を得ることができた．さ

らに理化学研究所との提携により，同時測定回路を製作

し，これを合せ用いることにより，ポジトロソスキャン

の性能を一層向上させることを企てている．

　またこれらの装置を患者用スライデングデスクととも

に用いると，影像は平滑化し，また全身を同一画面の上

にスキャンすることができた．

220．試作したDi／Con　eollimatorのもつ物

　　　理的特性の他collimatorとの比較
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　Di／Cσn　c。llimator（厚さ，3．5cm；焦点距離，約30cm；

4000孔；鉛製）の試作を行い，その物理的特性について

他のcollimatorと比較検討した．利用した核種は99mTc

である．

　〔有効視野〕Collimator表面から0，10cmの距離で

div．およびconv．側それぞれ27，35，19．5，13cmで

ある．

　計数密度（counts／cm2）：4000孔平行多孔型のそれを

1とすると，div．の場合2．　26，　conv．の場合1．57，従来

の1200孔div．が0．91，　pinhole（4．6mmφ）が0．27であり

試作したDi／Con　collimatorが最も大であった．　colli－

mator面からの距離により変化はわずかであった．

　〔感度均一性〕良好であった．

　〔直線性〕少々歪みが認められるが実用上は差し支え

ない程度であった．

　〔空間分解能〕Line　spread　functionを測定し，FWHM

およびMTFを求めた．　FWHMはconv．の場合colli－

mator面からO，5，10，15cmの距離でそれぞれ約8，

10，12．5．15，5mm，　div．の場合それぞれ約11，16，20，

24．5mmであった．　Conv．の場合，　collimator面から約

13cmの所までは4000孔平行多孔型より優れているが，

有効視野10～15cmφ程度ではpinholeの方がかなり優れ

ていた．Div．の場合，従来使用していた1200孔div．よ

りわずかに優れているという程度であった．MTFもほ

ぼ同様の傾向を示した．

　その他，γ線エネルギースペクトル等についても検討

した．
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